
 

News  Release      
 

                                     

令和４年８月５日 

「うまげな小豆島を感じてみまい vol.3」 
～小豆島の観光資源をプロモーションする～ の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日程 ：令和４年８月２１日（日）～２４日（水） ３泊４日 

 

●場所 ：小豆島一帯 （土庄町・小豆島町） 

（宿泊） 土庄町域学連携交流施設「夢すび館」 小豆郡土庄町甲 909-1 

 

●参加学生 ：２０人（芝浦工業大学生５人、津田塾大学５人、東京農業大学５人、香川大学生５人） 

 

●プログラム（予定）  ※詳細は別紙 

１日目 8/21（日） ： オリエンテーション  

２日目 8/22（月） ： 【終日】 島内フィールドワーク 

３日目 8/23（火） ： 【午前】 島内フィールドワーク 

： 【午後】 アイデアソン ～小豆島の観光資源をプロモーションする～ 

４日目 8/24（水） ： 【午前】 アイデアソン ～小豆島の観光資源をプロモーションする～  

 

●事前学習（オンデマンド） ：小豆島や地場産業の PVの視聴の後、両町職員から小豆島の紹介や航空会社の

ジェットスター・ジャパン株式会社から“航空会社が考える地域活性化”について講演、さらに本学創造工

学部教員からアウトプットに導くためのインプットトークを視聴。 

●事後学習（オンライン） ：チーム成果発表会 

  

本事業ホームページ（香川大学）URL:https://www.cpp.ao.kagawa-u.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 香川大学は、「香川と都市圏の大学連携推進事業」として都市圏の大学（芝浦工業大学、津田塾大学、

東京農業大学）と連携し、それぞれの大学の強みを活かした分野融合人材の育成を目指した教育プログ

ラムを活発に行っています。本プログラムは、各大学の学生たちが３泊４日の日程で小豆島に滞在し、

島の観光資源や魅力を発掘し、「訪れたくなる小豆島」を実現する観光プロモーションを考えます。小豆

島の魅力に加え、地域課題についても考察するとともに、さらに瀬戸内国際芸術祭開催期において小豆

島に訪れる観光客の動向を調査し、リピーターになる仕掛けや仕組みを考えます。 

 

 

問い合わせ先  

香川大学地域創生推進部 

地域連携推進課 安藤、富田 

TEL：087-832-1278 FAX：087-832-1357 

E-mail：daigakurenkei-h@kagawa-u.ac.jp 

https://www.cpp.ao.kagawa-u.ac.jp/
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うまげな小豆島を感じてみまい Vol.3 

～小豆島の観光資源をプロモーションする～ 

  

目的：小豆島は、オリーブ公園やエンジェルロード、二十四の瞳岬の分教場等の観光資源や、オリーブ、

醤油、そうめん、佃煮等の地域の特産品が多く、さらに世界的アートイベント「瀬戸内国際芸術祭」

の舞台でもあり、風光明媚なアートの島として注目されている。 

小豆島に滞在して、島の観光資源や魅力を発掘し、「訪れたくなる小豆島」を実現する観光プロモ

ーションを考える。小豆島の魅力に加え、地域課題についても考察するとともに、さらに瀬戸内国際

芸術祭開催期において小豆島に訪れる観光客の動向を調査し、リピーターになる仕掛けや仕組みを

考える。 

 

 日  程 ： 2022 年 8 月 21 日（日）～24 日（水） 滞在期間 3 泊 4 日（前泊含む） 

 宿  泊 ： 小豆島土庄町 夢すび館 

活動場所 ： 小豆島一円（土庄町、小豆島町） 

参加学生 ： 芝浦工大 5 人、津田塾大 5 人、東京農大 5 人、香川大 5 人  計 20 人 

単  位 ： 「地域をデザインする」全学共通科目 1 単位 

                                         

 【プログラム（案）】 

  《事前学習》 オンデマンド配信 

    ■2022 年 7 月  １）動画視聴  ➀小豆島 PV   ②小豆島の地場産業 

    7/21（木）  ２）インプットトーク（事前学習） 

    配信      ・小豆島を学ぶ    土庄町企画財政課  副主幹  九冨  崇 氏 

／小豆島町企画財政課 課長補佐 萬代 正道 氏 

             ・小豆島をデザインする  香川大学創造工学部准教授  石塚 昭彦 

             ・航空会社が考える地域活性化 ジェットスター・ジャパン株式会社 

 コマーシャル本部ネットワーク企画部長 

                                     山﨑慎太郎 氏         

 

《現地実習》 フィールドワーク／アイデアソン  3 泊 4 日（前泊含む） 

 

〇8 月 21 日（日） 前泊 オリエンテーション、チーム分け 

〇8 月 22 日（月） 終日 小豆島内フィールドワーク  

〇8 月 23 日（火） 午前 小豆島内フィールドワーク 

                   午後 アイデアソン「小豆島の観光資源をプロモーションする」 

〇8 月 24 日（水）  午前 アイデアソン「小豆島の観光資源をプロモーションする」             

《事後学習》 

■9 月 10 日（土）   

 オンラインによる提案・発表会  ×土庄町・小豆島町、ジェットスター 
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プログラム詳細（案） 3 泊 4 日                     宿泊：夢すび館 

日  時 プログラム 摘 要 

8 月 21 日（日） 

 

 

 16:00 

 

  17:00 

  18:30 

【前泊】 

ジェットスター 

 

リムジンバス 

 

高松駅周辺 【夕食】 

小豆島フェリー移動  

 

東京発（成田）14:10―高松着 15:50 

 

高松空港―高松築港 

 

 

高松港発 18:50―土庄港着 19:50 

20:15 夢すび館入館 

オリエンテーション／チーム分け 

 

入館オリエンテーション 

プログラムオリエンテーション 

8月22 日（月） 

 

 9:00  

 

◆ 

 

12:00 

 

【プログラム】１日目 

 

■フィールドワーク 

 ①エンジェルロード 迷路のまち 外 

②小豆島霊場各札所石門洞 重岩外 

 ③オリーブ公園 

④中山千枚田・農村歌舞伎 外 

 ⑤岬の分教場 

 ⑥醤の郷 

 ⑦瀬戸内国際芸術祭作品 

 

 

電動機付自転車（レンタル） 

 

 

※公用車 

 

 

作品鑑賞、動向調査   

   【昼食】    

13:00 

◆ 

17:00    

 ■フィールドワーク 

 同上 

            

  

 

 

 【夕食】 グループワーク  

8 月 23 日（火） 

  9:00 

   ◆ 

   12:00 

 

【プログラム】２日目 

 

■フィールドワーク 

  前日同上 

 

 【昼食】  

 

13:00 

◆ 

17:00 

 

■アイデアソン 

「小豆島の観光資源を 

プロモーションする」 

  

➀土庄町企画財政課職員 久富 崇 氏 

②小豆島町企画財政課職員 萬代 正道 氏 

③香川大学経済学部教授 原 直行  

④香川大学創造工学部准教授 石塚 昭彦 

⑤ジェットスター航空 日本・観光地区 

 マーケティング＆PR 副本部長 高橋里予 氏 
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 【夕食】 グループワーク  

8 月 24 日（水） 

9:00 

 

◆ 

 

12:00 

【プログラム】３日目 

 

■アイデアソン 

「小豆島の観光資源を    

プロモーションする」 

退館 

 

 

同上 

 

 

   【昼食】  

 

 

 

 

 

 

19:30 

 

自由行動 

 

土庄港 フェリー移動 

 

 高松駅周辺【夕食】 

 

高松空港集合             

 

 

 

土庄港発 15:45―高松港着 16:55 

 

 

ジェットスター 

高松 20:40 発―東京（成田）22:05 着 

 帰路へ  

                   

【教職員宿泊】 

➀夢すび館（監守） ：教職員   

②オーキドホテル  ：教職員  

 

 

 

9 月 10 日（土） 

10:00 

 

◆ 

 

12:00 

 

 

《オンライン》 

アイデアソン 

「小豆島の観光資源を    

プロモーションする」 

 

 チーム発表会 

 

 

 

 

講評 

 

・土庄町 

・小豆島町 

・ジェットスター 

・香川大学 山神副学長 

（プロジェクト教員） 

 

 

 

【瀬戸内国際芸術祭】 

春会期：4 月 14 日（木）～5 月 18 日（水） 

夏会期：8 月  5 日（金）～9 月 4 日（日） 

秋会期：9 月 29 日（木）～11 月 6 日（日） 
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